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研究成果の概要（和文）：知識が創造されて産学間で移転され、中・長期的には産業の活性化を促すという「知識移転
」に注目し、こうした移転活動の中心であるアカデミック・アントレプレナー（AE）の個人特性および、移転活動を取
り巻く外的環境であるエコシステムの調査・分析を行った。定性的・定量的分析の結果、(1)AEは国際流動性と職業流
動性が高く、こうした個人特性は(2)非AEとは有意に異なっており、(3)AEの行動や規範は外国のエコシステムから影響
を受けた結果であり、(4)帰国後は日本のエコシステムに影響を与えている、ということが実証できた。

研究成果の概要（英文）：We investigated the dynamic interaction between academic entrepreneurs (AEs) who 
play the crucial roles in the process of knowledge transfer and the innovation ecosystems that motivate 
AEs to or discourage them from the transferring. The ecosystems also impact the course of the transfer. 
Quantitative research combined with qualitative survey discovered the four things as follows: (1) AEs 
have significantly different characteristics from non-AEs: (2) AEs’ unique characteristics are related 
both to their high international mobility and job mobility: (3) AEs’ norms and their patterns of 
behavior that are different from non-AEs are attributable to their overseas experiences. The innovation 
ecosystems of foreign countries changed Japanese AEs’ mindsets and consequently their behaviors: (4) AEs 
are affecting the innovation ecosystem of Japan after returning from abroad.

研究分野：イノベーション論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
イノベーション研究では「知識の創造」、
「知識の移転」およびそうしたイノベーショ
ン活動を促進する「エコシステム」に関する
研究が盛んである。本研究は後二者に関する
調査である。 

 
(1)コーエン・ボイヤー特許の例や大村智氏
によるイベルメクチンの開発が示すように、
大学で生まれた知識の中には、産業部門に移
転されて産業発展の基礎を成したり、社会的
課題の解決に貢献したりするものが多く存
在する。 
 だが、大学と産業部門では制度が異なり、
また人材の特性やキャリアパス、モチベーシ
ョンや価値観も異なるため、知識移転は無数
の障害に阻まれて失敗に終わるケースが多
いと言われている（①）。 
 こうした現実に対して、イノベーション研
究では、少しでも多くの大学の知識を産業部
門へ効率的・効果的に移転するために必要な
条件や、またその過程で重要な機能を果たす
アカデミック・アントレプレナーシップ（AE）
の特徴について研究が蓄積されてきた。蓄積
されている先行研究の多くは、AE の科学者
としての側面に焦点を当てて、彼らの「人的
資本の高さと企業家精神の相関」を分析する。
すなわち、AE の発表論文数、被引用件数、
特許数、競争的資金獲得額等に注目して、そ
れらが知識移転活動とどのような関係性を
持つのかを実証しようと試みてきた（②）。 
 対照的に、AE のヒトとしての側面に注目
する研究はあまり多くはない。AE は科学者
であると同時に企業家（アントレプレナー）
である。中小企業論や社会学などイノベーシ
ョン研究とは異なる分野では（AE 以外の）
一般のアントレプレナー（新興企業の創業者）
のヒトとしての側面に注目し、彼らの個人特
性を論じる研究も数多く発表されているが、
イノベーション論ではこれら異分野での成
果を取り入れることは多いとは言えない。 
 本研究では AEのヒトとしての側面に注目
し、AE の個人特性と企業家精神の関係性に
ついて分析した。 
 
(2)イノベーション研究では、知識創造と移
転を促進する環境、すなわちイノベーション
の「エコシステム」の研究は盛んであるが、
そうしたイノベーションの担い手であるア
ントレプレナーとエコシステムの「動態的な」
相互関係を調査するものは多くはない。エコ
システムがヒトに働きかけてアントレプレ
ナーシップを活性化させると指摘する研究
が多く発表されている一方で、アントレプレ
ナーもエコシステムに影響を及ぼし、時には
エコシステムの変化を引き起こすという仮
説を検証する研究は数少ない。 
 前者と後者を調査して調査結果を統合的
に検討すること、すなわち「エコシステムと
アントレプレナーの動態的な相互作用」の分

析を完遂できれば、その研究成果は、（動態
的視点からの研究が充実しているとは言え
ない）既存研究に貢献できると同時に、イノ
ベーションを促進する制度の構築に貢献で
きるであろうと思われる。 
 
 以上(1)と(2)の研究を同時進行的に行う
ことで、知識が活発に創造されて産学間でス
ムーズに移転され産業の活性化を促すよう
なしくみ（＝エコシステム）と、そのしくみ
の中で最も重要な役割を担う AEの特性が解
明できる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、AE を「研究成果を基に大学
発ベンチャー企業を興したり、あるいは産学
連携を活発に行うなどして、知識移転活動を
積極的に行う大学研究者」と定義して、彼ら
の個人特性およびイノベーション・エコシス
テムに及ぼす影響について分析を加えるこ
とを目的とした。 
 
(1)従来研究では、特許や論文数といった人
的資本の高低を示す尺度を使って分析され
てきた AEを、「従来の科学者（非 AE）より
も高いリスクを取ることができる高度人材」
と捉え直して、「AEのリスク許容度の高さに
は、非 AEとは異なる経歴や過去の経験が色
濃く影響している」という仮説を立てて実証
することを目的とした。 
 
(2)また同時に、AEは（研究成果だけではな
く）イノベーションを志向するヒトであるこ
とから、「AEはイノベーションのエコシステ
ムから影響を受けていると同時に、AE 自身
もエコシステムに影響を与えている」という
仮説を立て、これを検証することも研究目的
であった。 
 
３．研究の方法 
(1)AE の経歴と企業家精神の相関について 
 2010～2012 年の期間に正規雇用教員とし
て東京大学に在籍した研究者2430名のうち、
工学、情報科学、化学、医学、薬学系の研究
者 551 名を抽出して経歴を調べた。経歴を基
に、ひとり一人の国際流動性（International 
mobility:IM）、職業流動性（Job Mobility:JM）、
業際流動性（Sector Mobility:SM）の有無を
特定した。 
 また 551 名の兼業状況を調査して AE と非
AE に区分した。 
 IM、JM、SM の有無と、起業する（＝AE に
なる）可能性の間に有意な相関があるかどう
かを検定した。 
 
(2)科学者の企業家精神とエコシステムの動
態的関係について 
①物質工学の研究者を AEと非 AEに分類して、
発表論文や被引用をもとに彼らの個人特性
を調査した。 



 
②生物学の分野で正規雇用の教授職にある
者 30 名へのインタビュー調査を行い、彼ら
の行動（特に研究成果を公表する際の行動）
について質的調査を実施した。 
 
③また、生物学の分野で国の競争的資金を過
去に獲得した900名を抽出してアンケート票
を送付し、396 名から回答を得た（回答率 
44％）。不完全な情報を除いて 377 名の回答
者を特定し、これら回答者が執筆した約 4万
本の学術論文を特定した。 
 以上①および②の調査から、科学者の個人
特性と研究成果公表に当たって行動パター
ンの関係性を調査した。 
 
４．研究成果 
(1)前項（３-(1)）で挙げた 551 名の科学者
の兼業状況を調査した結果、60 名が大学発ベ
ンチャー企業の創業者、ボード・メンバー、
科学技術アドバイザーのいずれかに該当す
ることを明らかにし、彼らを AE とした。残
りの 491 名を非 AE とした。 
 AE と非 AE ひとり一人の経歴を、信頼のお
ける情報源（所属大学 HP、本人が公開してい
る履歴書、インタビュー記事、学会賞等の受
賞者情報、新聞・雑誌等の記事、出版社や書
店の宣伝文等）に基づきながら調査し、IM、
JM、SM を特定した。それぞれの定義は下のと
おりである： 
IM（国際流動性）：3 年以上海外に滞在し
た経験 
JM（職業流動性）：他大学で正規雇用され
た後に現職へ異動してきた経験 
SM（業際流動性）：異業種（本研究では大
学・公的研究機関以外の産業部門、つ
まり実質的には企業）から現職へ異動
してきた経験 

 IM、JM、SM と起業可能性（AE か非 AE か）
の相関を実証分析した結果、IM および JM は
起業可能性と有意な正の相関を示すのに対
して、SM と起業可能性の間に有意性は認めら
れなかった。 
 とくに IM は正の強い相関（有意水準 1%）
を示したことから、「3年以上海外に滞在する
と、帰国後に起業する可能性が大いに高まる」
と解釈できる。また JM も正の有意な相関を
示したことから（有意水準 5%）、「他大学から
異動してきた者は、その後に起業する可能性
が高い」ともいえる。 
 だが、SM と起業可能性の間には相関が確認
できなかった。これは「企業で働いた経験と
起業可能性（ひいてはアントレプレナーシッ
プ）とは無関係」ということを示す。（一般
の企業家ではなく）大学研究者のアントレプ
レナーシップを扱った先行研究の中には、同
様の結果を提示するものも存在することか
ら（③）、この実証結果は奇異ではないが、
さらに深く探求する必要がある。企業で働い
た経験と企業家精神には関係が無いという

のは、通説を以ってしては説明しにくいから
である。 
 そこで、知識蓄積と流動性（mobility）の
関係に注目しながら、流動性を 2 種類に分
類・整理した。一つは「知識蓄積を促し、あ
るいは知識の幅を拡大させる」効果を持つ流
動性であり、これを「Snowball type mobility」
とした。もう一つは「知識蓄積を中断させた
り、あるいは習得した知識が統合されず分節
化されたままの状態にする」タイプの流動性
であり、これを「Rolling stone type mobility」
とした。分析のために変数をひとつ追加した。
新しい変数 EBM（Educational Background 
mobility）の定義は下のとおりである： 
EBM（学歴流動性）：学士授与大学と博士授
与大学が異なる 

 なお、EBM と起業可能性の間には相関が認
められなかった。 
 先行研究を精査し、IM と JM は「Snowball 
type mobility」、反対に SMと EBM は「Rolling 
stone type mobility」にあたるのではない
かと仮定し、さらなる調査を実施している。 
 人材流動性は起業家精神を高揚させると
言われているが、本研究ではこれをひとり一
人の履歴に基づきながら検証し、国際流動性
と職業流動性は科学者の企業家精神を高め
ていることを示した。 
 だが同時に、業際流動性(SM)や学歴流動性
(EBM)といったタイプの流動性は企業家精神
とは無関係であることもあわせて指摘した。 
 企業家精神を高める流動性とそうではな
い流動性の違いについて考察し、「知識蓄積
に与える影響」という観点から流動性と企業
家精神の関係を探索的に研究した。 
 企業家精神が高い科学者、すなわち AE と
は、知識蓄積を促すタイプの流動性―すなわ
ち国際流動性（IM）と職業流動性(JM)―が高
いという個人特性を持つ科学者であること
を明らかにした。 
 
(2)前項（３-（２））で説明した定性調査及
び定量調査からイノベーションのエコシス
テムと科学者の企業家精神の動態的関係に
ついて実証的研究を行った。 
①ストークスによるパスツール型科学者を
AE と定義し、AE と非 AE の違いを詳細に分析
して次の２つを明らかにした：一般に、非 AE
は AE よりも被引用件数が多いが、その一方
で、AE はインパクト・ファクターの高いトッ
プジャーナルに成果を公表する傾向が強い。
また、AE は非 AE よりも学際研究を行う可能
性が高い。 
 
②エコシステムの構成要素である「リソース
の利用可能性」について実証分析を行った結
果、「過剰な研究リソースは、研究成果の質
の低下につながる」ことを明らかにした。必
要以上に研究資金を得た場合、アイディアを
精査しないまま実験を行ったり、あるいは資
源を非効率的に使用したりすることにつな



がるため、こうした現象が起こると指摘した。 
 
③国際流動性と、企業家精神やエコシステム
がどのように相互に影響を及ぼしているか
を定性的・定量的に分析した。 
 まず、国際流動性が高い研究者はそれ以外
のものに比べると、「論文本数が少ない」、「論
文投稿先をインパクト・ファクターが高い一
流誌に絞り込む」、「一流紙に掲載されない論
文は（ランク落ちジャーナルに載せるのでは
なく）捨ててしまう」傾向が高いことを明ら
かにした。 
 つぎに、こうした現象が起こる要因として
「流動性が低い（同じエコシステムに留まり
続ける）と業績も低くなる」、「外国に滞在す
ることで、国際的な研究ネットワークに参画
できる」「外国、特に米国では成果を出すこ
とが強く求められる」、「米国の研究現場では
質の高いジャーナルへの投稿が評価される」
をインタビューおよび質問票調査に基づき
ながら指摘した。これにより、国際流動性は
海外のエコシステムを体験する機会を提供
するが、それによって研究者ひとり一人のモ
チベーションや価値観が変容していくこと
を実証することが出来た。 
 国際流動性によって価値観が変わり、それ
によって行動が変わることも指摘した。研究
者は、自分が投稿した論文に対して、納得し
難いコメントや修正要求が査読者から送ら
れてきた場合、Dishonest Conformity (DC：
「自分は正しいが、査読者に従った方が早く
採択される」と判断して、素直に従うふりを
する機会主義的行動)を示すことがあるが、
DC は科学の健全な発展を妨げるという意味
で問題が多い。本研究では、国際流動性の高
い研究者は DC を行わない可能性が有意に高
いことを実証した。海外滞在中に、様々な国
から来た多様な特性を持つ科学者たちと交
わす議論の荒波に揉まれた学習効果が、帰国
後も生きており、これが低い DC につながっ
ている可能性を示した。 
 以上のことから、海外―特に米国―のエコ
システムを体得した研究者はそれによって
価値観や行動を変えていることが明らかに
なった。 
 ただし、海外で経験を積んだ研究者は帰国
後には日本のエコシステムに影響を与えつ
つあることも看過できない点である。 
 国際流動性の高い研究者は、ジャーナルの
「質」へのこだわりが強く、低・中程度のイ
ンパクトしか持たないジャーナルへは投稿
しない。これは研究成果の公表において選択
的になることを示しており、研究者の行動が
伝統的な規範（＝マートン・ノルム：研究者
に秘密主義は許されず、また研究成果は利害
を超越して利用されなければならない等の
規範）から大きく逸れていく可能性をはらん
でいる。 
 
④以上①～③により、「AEと非 AE は異なる個

人特性や価値観あるいは行動パターンを持
つこと」、「科学者はエコシステムから強い影
響を受けていること」、「国際流動性の高い研
究者は外国のエコシステムから強い影響を
受けて行動を変容させていき、さらに帰国後
は母国のエコシステムに影響を及ぼしてい
ること」を示すことができた。 
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